
２. 市町村におけるハザードマップ作成について

３. 令和3年度作成予定河川（気仙沼・南三陸圏域）

想定し得る最⼤規模降⾬の洪⽔浸⽔想定区域図について

１. 社会的要請・背景

近年、大雨や短時間強雨の発生頻度が増加し、想定を超える大規模な氾濫、水害の激甚化が
想定されます。このため、施設計画を超える豪雨が発生した場合など「最悪の事態」を想定して、
人命を守るとともに、社会経済被害の最小化を図るための対策を事前に検討し、準備しておくこ
とが必要となっています。

●近年の水災害の激甚化

このような背景の中、平成27年5月に水防法が改正され、現行の河川整備の将来目標とする「計

画規模」の降雨を前提とした洪水浸水想定区域から、「想定し得る最大規模」の降雨を前提とし
た洪水浸水想定区域を、新たに公表することになりました。

出典：国土交通省HP

●洪水ハザードマップ作成について

浸水想定区域をその区域に含む市町村の長は、想定最大規模における洪水を対象とし※、洪
水浸水想定区域図に洪水予報等の伝達方法、避難場所その他洪水時の円滑かつ迅速な避難
の確保を図るために必要な事項等を記載した洪水ハザードマップを作成し、印刷物の配布やイ
ンターネット等により、住民の方々に周知することが定められています。

※水害ハザードマップ作成の手引きより
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●水防法改正の概要（平成27年5月改正）
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○令和２年度出水期までに，洪水予報河川（3河川）及び水位周知河川（34河川）での指定・公表（計36河川，1河川（七北田川）重複）

〇令和３年度出水期までに，令和元年東日本台風で被害にあった1３河川を含む４３河川追加（うち２河川は延伸）
○令和３年度は，重要水防箇所を含む４２河川（うち４河川は延伸）で作成し，令和４年度出水期までに告示予定

○作成河川数の合計 R3.5 ７３河川 → R4.5 1１１河川：３８河川追加） ※重複を除く河川数
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※七北田川は洪水予報河川と重複
※R２年分の２河川（瀬峰川，斎川）は延伸
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●近年の水災害の激甚化
・近年，令和元年東日本台風に代表される大雨や短時間強雨の発生頻度が増加し，想定を超える大規模な反乱，水害の激甚化が想定
・施設計画を超える豪雨が発生した場合など，「最悪の事態」を想定して人命を守るとともに，社会経済被害の最小化を図るための対策を事前に検討し，準備しておくことが必要
●水防法改正の概要（H27.5改正）
・現行の河川整備の将来目標とする「計画規模」の降雨を前提とした洪水浸水想定区域から，「想定し得る最大規模」の降雨を前提とした洪水浸水想定区域の公表を位置づけ
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